
平成30年度　第６学年　道徳年間指導計画　　　　　　　　　　津野町立葉山小学校

　　　　　　
	月
	内容項目
	[主題名]

教材名

（出典）
	主題構成の理由
	※ねらい ○発問 ◎中心発問

	他の教育活動等との関連
	「わたした
　ちの道徳」
「高知の道徳」

との関連
	地域・家庭

との連携
	評価･振り返り

	四月（第二週）
	礼儀
礼儀
	［真心をもって］


1．「すんまへん」でいい
（きみがいちばんひかるとき）
	　礼儀は，相手を大切に思う気持ちを具体的な形で表すものである。だからこそ，心からの礼は，相手の心に響く。逆に，心のこもっていない礼は，その時と場を顧みない礼であり，相手に不快な思いを抱かせることにもなりかねない。心のこもった礼儀で接することの大切さや，真心をもった礼儀で人と関わっていきたいという意欲を育んでいきたい。
	※大事な器を割ってしまった定やんが，どうやってお詫びしたらいいのかを悩む姿とおやじさんの言葉を通して，心のこもった礼儀とはどんなものかを考えさせ，相手を尊重し，礼儀正しく真心をもって接しようとする判断力や心情を育てる。
	月目標
「あいさつをしよう」
学校行事
「始業式」

「入学式」
「挨拶運動」

	＜終末＞
私たちの道徳
P.56を活用する。
	あいさつ運動について話す
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んでどんなことを考えましたか。
◎真心をもつとはどういうことでしょう。

	
	
	
	

	　四月（第三週）
　
	よりよく生きる喜び
	［未来に向かって］


2．まどさんからの手紙
（きみがいちばんひかるとき）
	　人間は本来，よりよく生きようとする存在であり，そのために人間性をより高めようと努めるすばらしさをもっている。一方で，人間は決して完全なのもではなく，誰しもが弱さもち合わせている。弱さを受け止め，それを乗り越え誇りを感じることを通して，生きることへの喜びを感じていくのである。自分だけが弱いのではないこと，そして一つ一つ乗り越え，毎日を元気いっぱいに力強く生きることで，目ざす生き方，誇りある生き方に近づけることに気づかせていきたい。
	※まど・みちおさんが，子どもたちへ書いた手紙を通して，「まどさんからの手紙」が伝えていることを考えさせ，さまざまなことに全力で挑戦し，未来に向かって夢をもち，よりよく歩んでいこうとする心情を育てる。
	
	＜終末＞
私たちの道徳
P.190を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「まどさんからの手紙――こどもたちへ」を読み，どう思いましたか。 
○「りっぱなおとな」とは，どんな人だと思いますか。
◎これからどんな生き方をしていきたいですか。
	
	
	
	

	四月（第四週）
	希望と勇気、努力と強い意志
	［あきらめないで］
3．自分を信じて
　　－鈴木明子― 
（きみがいちばんひかるとき）
	　諦めない心の強さや努力することの大切さについて理解していても，さまざまな葛藤からくじけてしまう人間の弱さももっている。どうすれば困難を乗り越えやり抜くことができるのか，目標をもつことや努力し続けることの大切さを考えることが必要である。自分の生活を振り返る中で，努力することの大切さやくじけそうになったときに，その心の支えとなるものは何かを考えることで，諦めず強い意志をもって努力しようとする心情や態度を育てたい。
	※体調を崩しながらも，諦めることなくスケートを続け，新たな技を成功させた鈴木明子さんの姿を通して，挫けそうになったとき自分を支えてくれるものは何かを考えさせ，苦しくても諦めず，努力して物事をやり抜こうとする実践意欲と態度を育てる。
	算数科
「対称な図形」
「円の面積」

体育科
「マット運動」

家庭科
「私の仕事と生活時間」
	＜終末＞
私たちの道徳
P.18を活用する。
	保護者・地域の方の参画
地域の方にゲストティーチャーとして「努力をしたこと」についての話を聞く。

	教材（　）

	
	
	
	
	○十代の後半に体調を崩した明子さんは，なぜスケートを諦めなかったのでしょうか。
◎挫けそうになったとき，自分を支えてくれるものは何だと思いますか。
	
	
	
	

	　五月（第二週）
　
	規則の尊重
	［大切な権利］
4．世界人権宣言から学ぼう 
（きみがいちばんひかるとき）
	　日常生活に目を向けると，自分勝手な理由から，相手のことを考えないで行動していることもある。その中で，「世界人権宣言」の全文を通して，自分たちがさまざまな権利をもっていることや，たくさんのことから守られていることを改めて考えることが大切である。また，クラスの一員として，どんなことを大切に考えながら行動していきたいかを考えることで，自分自身の生活を振り返り，自他の権利を大切にし，尊重し合って生活しようとする実践意欲を育てたい。
	※「世界人権宣言」を通して，そこから学ぶことは何かを考えさせ，自他の権利を大切にし尊重し合って生活しようとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「学校のきまりをまもろう」
算数科
「文字を使って式に表そう」
学級活動
「楽しい修学旅行にしよう」

学校行事
「交通安全教室」
	＜終末＞
私たちの道徳
P.120，121を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○世界人権宣言を知り、どんなことを考えましたか。
◎世界人権宣言の考え方を生かすために，どんなことを大切にしながら人とかかわっていきたいですか。
	
	
	
	

	五月（第三週）　
　
	友情、信頼
	［友達だから］
5．コスモスの花
（きみがいちばんひかるとき） 
	　自分本位の考え方や行動から，友達を傷つけてしまうことがある。自分では，それに気づかない場合もある。このような状況では信頼感や友情を育むことが難しくなる。よいよい友達関係を築くためには，友達同士が互いに相手の立場に立ち，相手の気持ちに寄り添うことが大切である。よりよい友達関係について考え，互いを尊重し合うよい関係を築いていこうとする判断力や心情を育てていきたい。
	※いつもは目立たない北山が，花を上手に生けたことで友達から称賛され，それを快く思えない「ぼく」の姿を通して，友達とはどんな存在なのかについて考えさせ，真の友情を育て，互いを尊重し合うよい関係を築いていこうとする判断力や心情を育てる。
	算数科
「分数かけ算・わり算」

音楽科
「ひびき合いを生かして」
図画工作科
「動きをとらえて形を見つけて」
外国語活動
「When　is your birthday?

学級活動
「楽しい修学旅行にしよう」
学校行事
「修学旅行」
総合的な学習の時間
「平和学習：ヒロシ　
　マの声を聞こう」
	＜終末＞
私たちの道徳
P.72を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。
○「ぼく」はどうして，「北山なんて・・」という気持ちになったのだろう。
◎友達とは，どんな存在だと思いますか。
	
	
	
	

	　五月（第四週）
　
	公正、公平、社会正義
	［だれにでも公正・公平
な心で］
6.泣き虫
（きみがいちばんひかるとき）
	　人間は，自分と異なる考え方や感じ方，少数派の意見などに対して，偏った見方をしたり，自分よりも弱い存在があると思うことで，優越感を抱いたりする弱さをもっている。いじめ問題なども，このような人間の弱さが起因している場合が少なくない。そこで，常に自分自身の問題でもあるという意識をもたせ，正義の実現は難しさも伴うが，勇気をもって，自分の中にある弱い心を乗り越え，誰に対しても公正，公平な態度で接しようとする態度を育てたい。
	※いじめっ子のトオルくん，いじめられっ子の藤井くん，それを止めることもないクラスのみんなの姿と，それを「ひきょうだ」と涙を流して訴える勇気くんの姿を通して，誰にでも公正で公平な態度でいるために必要なのはどんな気持ちかを考えさせ，自他の不公正を許さない断固とした姿勢をもって身近な差別や偏見に向き合い，正義の実現に努めようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
私たちの道徳
P.132を活用する。

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。
◎誰にでも公正で公平な態度でいるために必要なのは何だと思いますか。 
	
	
	
	

	六月（第一週）
月
	自然愛護
	［自然を大切に］
7.海のゆりかご
（きみがいちばんひかるとき）
	　過剰に物があふれ，インターネットやコンビニエンスストアの普及によりほしいものがいつでもすぐに得られる現代社会では，生活の便利さを追求するあまり，人間も自然の一部であることをつい忘れがちになる。そこで，自分たちが食している食材はどのような環境で生育されているのか立ち止まって考えさせることで，自然を大切にしようとする意欲と態度を育てたい。
	※大好きなカキが，岡山の漁師が海に種をまき，30年もアマモ場の再生や清掃に取り組んできたことで守られている事実を知った桃子の姿を通して，自然を大切にするためにできることは何かを考えさせ，自然を大切にしようとする実践意欲と態度を育てる。
	国語科
「森へ」
	＜終末＞
私たちの道徳
P.112の文章と写真を電子黒板に映す。
	保護者・地域の方の参画
「高知の道徳」P.55に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○桃子は，自分にはどんな考えが足りなかったと思っているでしょうか。
○自分の身の周りにある自然を大切にする活動にどんなものがありますか。
◎自然を大切にするために自分ができることはどんなことでしょうか。
	
	
	
	

	　六月（第二週）
　
	生命の尊さ
	［命がつなぐもの］
8.命の旅　
（きみがいちばんひかるとき） 
	　私たち人間は，動植物の命をいただくことによって生きることができる。動植物の命がなければ，私たちは生きていけない。言い換えれば，私たちは，動植物に生かされているのである。しかし，この時期の児童は，そのことに気づいていないことが多いと考えられる。そこで，自分たちの命を支えている動物たちが必至に，そして懸命に生きている姿を見つめることで，大切な命をいただいていることに気づかせたい。
	※北海道・知床の動物たちの生きる姿，新しい命を残すために死んでいく姿，その命を食べるという人間の営みを通して，「命の旅」の意味について考えさせ，生命は多くの神秘に包まれながら，そのつながりの中にあるかけがえのないものであることを知り，生命を尊重しようとする心情を育てる。
	国語科
「森へ」
理科

「植物のからだのはたらき」

総合的な学習の時間
「防災学習：地震に備えよう」
学校行事
「プール開き」
「不審者避難訓練」

	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「ありがとう。いただきます。」には，どんな思いがこめられているでしょう。
◎あなたは，「命の旅」とは，どんなものだと思いますか。
	
	
	
	

	六月（第三週）　
　
	善悪の判断、自律、自由と責任
	［自分の判断で］
9．マイルール
（きみがいちばんひかるとき）
	　社会の秩序を維持するためには，法やきまりの意義を知ってこれを守り，よりよい社会をつくろうとする主体的態度が求められる。主体的に判断し行動していくということは，規則や強制のあるなしではなく，自身がよりよくあろうと判断し行動できる人間でありたいと考えられることが，自己を高め，自律的な人間への成長につながる。自ら正しいと信じることを，自分の意志で判断し，実行しようとする意欲と態度を育てていきたい。
	※電車やバスで，マイルールを決めて座席を他の人に譲ろうとするみっちゃんや，そのことに感心する「私」の姿を通して，自分で自分の行動を決めるとはどういうことかを考えさせ，自ら正しいと信じることを，自分の意志で判断し，実行しようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
私たちの道徳
P. 28を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○みっちゃんの行動についてみんなどんなことを考えますか。
◎自分の判断で行動するとはどういうことだろう。
	
	
	
	

	　六月（第四週）
　
	よりよい学校生活、集団生活の充実
	［自分の役割を果たす］
10．子ども会のキャンプ
（きみがいちばんひかるとき）
	　核家族化が進み，家族の形態が変わったり，地域のつながりが薄れたりして異年齢と関わる機会が減っている現在，集団生活を充実させること自体が困難になってきているのかもしれない。家族や学校も含め，自分が幾つかの集団に所属している実感がもてていない児童も多いと思われる。そこで，自分が所属する集団での活動に積極的に関わり，自分の役割と責任を自覚して，充実した生活を営もうとする態度を育てたい。
	※子ども会のキャンプで，班長として自分の役割を果たそうとする明葉の姿を通して，自分の役割を果たすときにはどんな考えが大切なのかを考えさせ，集団における自分の役割を自覚し責任を果たそうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
私たちの道徳
P.140を活用する。
　
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。
○このキャンプは，なぜ明葉の心に残る思い出となったでしょう。
◎あなたは，役割を果たすときに大切なのは，どんな考えだと思いますか。
	
	
	
	

	七月（第一週）
	相互理解、寛容
	［理解し合うために］
11．みんなおかしいよ！ 
（きみがいちばんひかるとき）
	　この時期の児童は，客観的に自己を振り返ることができる段階までには至っていないので，相手の気持ちや立場を理解することができず，自分本位の考え方を主張し,言い争いになったり，良好な人間関係を保てなくなったりしてしまうこともある。そこで，相手に自分の意見や考えをしっかりと伝えるとともに，相手の意見を素直に聞き，相手の立場になって考えることで相互理解を深め，相手の過ちなどに対しても広い心で受け止め，相手にとって大切なことを伝えようとする態度を育てたい。
	※友達への言い方がきつい真紀に本当のことが言えず，そのことで絵里子からは信用できないと言われ悩む和花の姿を通して，相手と理解し合うためには，どんなことに気をつければよいのかを考えさせ，自分とは違う考えや意見も広い心で受け止め，相手の立場に立って考え適切に対処していこうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○真紀は，どうして絵里子に「ありがとう」と言ったのでしょうか。
◎相手と理解し合うためには，どんなことが大切だと思いますか。
	
	
	
	

	七月（第二週）
　
	節度、節制
	［節度を守って］
12．なれなかったリレーの選手 
（きみがいちばんひかるとき）
	　節度を守るとは，「節目」となる限度をわきまえることであり，節制とは限度をこえようとする本能的な欲求を抑えることである。高学年では，日々の節度ある生活の繰り返しが基本的な生活習慣の確立につながることを理解し，それを基に自分の生活を振り返り改善すべき点を見直しながら，自ら節度を守り節制に心掛けられるように継続的に指導することが求められる。体や心が大きく成長するこの時期に，生活習慣の大切さを自覚させ，節度を守り節制を心がけようという意欲を高めておきたい。
	※ゲームをやりすぎて寝不足になってしまい，リレーの選手になれなかった「ぼく」の姿を通して，大切な場面で後悔しないためにも日頃から大切にしなければならないことは何かを考えさせ，自分の生活を見直し，節度を守り節制に心がけようとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「給食のマナーを守ろう」
家庭科
「工夫しようさわやかな生活」
学級活動
「給食のマナーを守ろう」
「1学期の反省」
「有意義な夏休み」
総合的な学習の時間
「防災学習：地震に備えよう」
	＜終末＞
私たちの道徳
P.10を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○早く寝なくてはと思っていたのに，「僕」は，どうしてゲームが辞められなかったと思いますか。
◎この話から，どんなことを学びましたか。
	
	
	
	

	九月（第一週）　　　　　　　　　　
　

	親切、思いやり
	［相手を思いやって］
13．今度はぼくの番 

（きみがいちばんひかるとき）
	　思いやりとは，相手の立場を考えたり相手の気持ちを想像したりすることを通して，励まし援助することである。また，単に手を差し伸べることだけでなく，時には相手のことを考え，温かく見守ることも，親切な心の表れである。相手の立場に立った思いやりとは何かについて，考えを深めさせたい。
	※病気と闘う木原先生のために，何かできることはないかと考え，はがきを書くことを決めた「ぼく」の姿を通して，相手を思う心はどのような行動で示せるかを考えさせ，自分自身が相手に対してどのように接し，対処することが相手のためになるのかをよく考え，相手の立場に立って親切にしようとする判断力や心情を育てる。
	家庭科
「思いを形に生活に役立つもの」

学校行事
「ふれあい集会」
	＜終末＞
私たちの道徳
P.60を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「今度は，ぼくの番です。」と言ったとき，「ぼく」は，どんなことを思っていたでしょうか。
◎「思いやり」とは，どんなものだと思いますか。
	
	
	
	

	九月（第二週）
	希望と勇気、努力と強い意志
	［志をもって］
⒕．小川笙船
（きみがいちばんひかるとき）

	　人は，自らの在り方を考えたとき，より成長したい，よりよい自分になりたいと願う。この時期の児童は，それぞれに高い理想を追い求めるようになっている。学校生活だけでなく，本やテレビ，インターネットなどのさまざまな媒体を通して，さまざまな人の生き方にふれ，憧れをもったり，自らも同じような夢をもってかなえたいと考えたりするようになる。しかし，自分自身と理想とのギャップについて考え，自信がもてなくなってしまう場合もある。「夢や希望」の実現に向けて高い目標を設定し，くじけずに努力しようとする強い意志と実行力を育てていきたい。
	※貧しい人々の命を救うために，小石川養生所をつくり，若い医者を育てながら手厚く貧しい病人をみ続けた小川笙船の姿を通して，何かをやり遂げようとするときに，いちばん必要なのはどんな心か考えさせ，強い意志をもち，困難があっても挫けずに努力して物事をやり抜こうとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「運動会の練習をがんばろう」
理科
「太陽と月の形」
学校行事
「運動会」

	＜終末＞
私たちの道徳
P.20を活用する。
	
	教材（　）

	
	
	
	
	○笙船の生き方についてどう思いますか。

◎「自分の役割に責任をもつ」ことについて，どう思いますか。
	
	
	
	

	九月（第三週）
　
　
　
	よりよい学校生活、集団生活の充実
	［よりよい学校を目ざして］

15．六年生の責任って？ 

（きみがいちばんひかるとき）
	　人は，社会的な存在であり，家族や学校をはじめとするさまざまな集団や社会に属して生活をしている。それらの集団と個との関係は，集団の中で一人一人が尊重され，個性を生かしながら，主体的な参加の下に集団全体が成り立ち，その質的な向上が図られるものでなければならない。さまざまな集団に属する一人一人が，集団の活動に積極的に参加し，集団の意義に気づき，自分の役割と責任を自覚して，充実した集団生活を構築しようとすることの価値について考えさせたい。
	※「最高学年としてできること」について，学級活動で話し合いをする中で，さまざまな意見や考えに触れ，何が6年生としての責任なのか悩む「ぼく」の姿を通して，よりよい学校にしていくための６年生の責任とはどのようなものかを考えさせ，集団における自分の役割を自覚し，責任を果たそうとする判断力や心情を育てる。
	月目標
「運動会の練習をがんばろう」

	＜終末＞
私たちの道徳
P.160，161の文章とクラス写真を電子黒板に映す。

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。
◎6年生の責任とは，どのようなものだと思いますか。
	
	
	
	

	九月（第四週）

	真理の追究
	［真の姿を求めて］
16．日本植物分類学の父
　　―牧野富太郎 

（きみがいちばんひかるとき）

	　真理とは，普遍的で妥当性のある物事の筋道，道理を指している。人間としてよりよく生きていくためには，真理を大切にして，積極的に新しいものを求め，生活を工夫していこうとする心を育てることが大切である。児童には，日常生活の中で生じた小さな好奇心を大切にし，疑問やわからないことをそのままにしておくことはせずに，実際に自分で調べる活動を繰り返すことの大切さに気づき，真理を大切にして物事を探究しようとする心情を育てたい。
	※植物の研究に邁進し，常に探求心をもち粘り強く観察を続ける富太郎と，その生涯の功績を通して，人はなぜ物事を探求しようとするのかを考えさせ，真理を大切にし物事を探究しようとする実践意欲や態度を育てる。
	国語科
「未来がよりよくあるために」
	＜終末＞
私たちの道徳
P.44，45を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○初めて東京に出かけたとき、富太郎はどんなことを考えたと思いますか。
○富太郎は，どうして1500以上の植物に名前をつけることができたと思いますか。
◎物事を探究するとはどういうことだと思いますか。
	
	
	
	

	十月（第一週）

	規則の尊重
	［法や決まりを守って］
17.ここを走れば
（きみがいちばんひかるとき） 
	　児童の回りには，さまざまな規則やきまりがある。それらのきまりや法は，社会の秩序を維持し，互いの生活や権利を守るために不可欠なものであることや，きまりや法を尊重することの大切さを理解することによって，よりよい社会をつくろうとする意欲や態度を育みたい。
	※危篤の祖父のもとへ向かうときでさえ交通規則を守る父親と，その姿を見つめる「ぼく」の姿を通して，人々のどんな考えが法やきまりを支えているのかを考えさせ，規則の意味を考え進んで守ろうとする実践意欲と態度を育てる。
	算数科
「速さの表し方を考えよう」

「比例をくわしく考えよう」
総合的な学習の時間
「防災学習：地震に備えよう」
	＜終末＞
高知の道徳

P.44を活用する。
	保護者・地域の方の参画
高知の道徳

P.44に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。
○父の涙を見ながら，「ぼく」はどんなことを考えていたでしょう。
◎法やきまりは，人々のどんな考えによって支えられているでしょう。
	
	
	
	

	十月（第二週）
	勤労、公共の精神
	［働く喜び］


18．「働く」ってどうい
　うこと？
（きみがいちばんひかるとき）
	　人生をよりよく生きていくためには，集団の一員として，自らの役割を積極的に果たし，社会に奉仕することへの喜びをもつことが重要である。この時期の児童は，学級やグループでの作業を嫌がったり怠けたりする姿も見られる。そこで，体験を通して，集団や社会のために働くことの充実感や喜びを味わい，その意義を理解させ，実践への意欲や態度を育てたい。また，憧れの職業や仕事がどのように社会とつながっているかを考えさせることで，みんなのために働くことや仕事を通して役に立ちたいとする意欲と態度を育てたい。
	※さまざまな職業に就く人々の姿を描いた1枚の絵や，働く人のエピソードとアンケート調査結果を通して，人は何のために働くのかを考えさせ，働くことの意義を理解し，公共のために役に立とうとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「そうじをがんばろう」
	＜終末＞

私たちの道徳
P.154を活用する。
	保護者・地域の方の参画

地域の方にゲストティーチャーとして「働く喜び」についての」話を聞く。

	教材（　）

	
	
	
	
	○二人の仕事に対する思いの共通点はどこでしょう。
◎人は何のために働くと思いますか。
	
	
	
	

	十月（第三週）

	伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度
	［郷土を大切に］
19．ようこそ、管島へ！
（きみがいちばんひかるとき）

	　郷土を愛する心を育むことは，我が国への親しみにつながり，郷土や国をより発展させていきたいという態度へとつながっていく。中学年では，地域に積極的に関わろうとしたり，郷土を愛することについて考えたりしている。伝統や文化が先人から受け継がれているものであることへの理解を通して，自らもその担い手であることを自覚し，国や郷土をさらに発展させていきたいという意欲や態度を育てていきたい。
	※島を訪れる人に，島のよさをもっと伝えたいと思う純平の姿を通して，郷土を大切にする心の源となるのは，どんな思いかを考えさせ，長い歴史を通じて培われ，受け継がれてきた郷土の伝統と文化を大切にし，受け継いでいこうとする判断力や心情を育てる。
	社会科
「新しい時代の幕開け」
音楽科
「ふるさと」
	＜終末＞
私たちの道徳
P.166，167を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。
◎みんなにとって，葉山とはどんな場所ですか。
	
	
	
	

	十月（第四週）

	感動、畏敬の念
	［心の美しさ］
20．マザー＝テレサ 

（きみがいちばんひかるとき）

	　科学が目覚ましい発展を遂げる中で，人間の説明を超えた美への感動や崇高なものに対する畏敬の念をもつことが大切になる。この時期の児童は，自分の素直な感動を率直に表現できないことがある。そこで，美しいものにふれたときに「感動できる自分」を十分に実感させ，「感動する心」を大切にしようとする心情を育てたい。そして，素直な感動を基に，人間としていの在り方をより深いところから見つめ直せるようにしたい。
	※貧しさに苦しみ，道端で死を待つしかない人々のために「死を待つ人の家」をつくり，一人一人に慈愛の手を差し伸べ続けたマザー=テレサの姿を通して，マザー=テレサの生き方を考えさせ，人間のもつ心の崇高さや偉大さ，美しいものや気高いものに感動する心を大切にしようとする心情を育てる。
	学校行事

「音楽会」
	＜終末＞
私たちの道徳
P.114を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	〇マザー=テレサは，どうして死にゆく人々の手を握り続けたのでしょうか。
◎この話を読んで，感動したところはどこですか。
	
	
	
	

	十一月（第一週）
	個性の伸長
	［個性を知って］

21.ぬくもり
（きみがいちばんひかるとき）

	　自分の特徴に気づき，長所を伸ばそうとしていくことは，誰しも実行したいことである。しかし，自分の短所や長所を認識することは簡単ではない。自己の生活を振り返ったり，自分に関わりのある他者から言葉をかけてもらったりする必要がある。自分の短所だけに目を向けず，長所を見つけ，それを伸ばすことで，本当の個性を育てていこうとする態度を育てたい。
	※友達の言葉から自分の長所に気づき，それを伸ばそうとする小春の姿を通して，自分の長所に気づき，長所を伸ばすことはなぜ大切かを考えさせ，自分自身の長所を見つけ，それを伸ばすことで本当の個性を育てていこうとする判断力や心情を育てる。
	図画工作科
「墨で表す」

	＜終末＞
私たちの道徳
P.50を活用する。

	保護者・地域の方の参画

	教材（　）

	
	
	
	
	○朝の会で生き物係を決めるとき、小春はどうして手を挙げることができたと思いますか。

◎自分を見つめ，長所を伸ばすことはなぜ大切のでしょうか。
	
	
	
	

	十一月（第二週）

	生命の尊さ
	［つながる命］


22．命のつながり 

（きみがいちばんひかるとき）

	　命は，生命の誕生から死に至るまでの過程，人間の誕生の喜びや死の重さ，限りある生命を懸命に生きることの尊さ，生きることの意義を追い求める高尚さ，生命を救い守り抜こうとする人間の姿の尊さなど，さまざまな側面から命を捉えることができる。児童は，これまでに気づかなかったような側面から命を捉え，自己の生き方を見つめ直す必要がある。そこで，より広い視野で命のつながりを考え，その中にあるかけがえのない命を大切にしようとする心情を育てたい。
	※父・母から受け継いだ命，そして，命は38億年も前からつながってきているということを通して，「命」は，誰のものなのかを考えさせ，つながりの中にあるかけがえのない命を大切にしようとする判断力や心情を育てる。
	社会科
「戦争と人々の暮らし」

総合的な学習の時間
「防災学習：地震に備えよう」
学校行事

「地震避難訓練」
	＜終末＞
私たちの道徳
P.100，101を活用する。
　
　
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。
◎筆者の「命はあなただけのものではない」という考え方について，あなたはどう思いますか。 
	
	
	
	

	十一月（第三週）

	正直、誠実

	［自分の心に誠実に］
23．手品師 

（きみがいちばんひかるとき）

	現代社会では，誠実に生きることよりも楽に生きることを選ぶ風潮が強い。しかし，人間社会はお互いの信頼関係の中で社会生活が営まれるものである。自分だけが得をすることや、周りから外れないことを考えて行動するのではなく，自分の心に誠実に向き合い，誇りをもって生きようとする実践意欲と態度を育てたい。
	＊大舞台での活躍よりも幼い子どもと交わした約束を守ることを選んだ手品師の姿を通して，「誠実に生きる」とはどういうことかを考えさせ，自分の心に誠実に向き合い，誇りをもって生きようとする判断力や心情を育てる。
	
	＜終末＞
私たちの道徳
P.38を活用する。

	保護者・地域の方の参画

	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。
○手品師は，どんな思いから、たった一人のお客様の前で手品をすることを選んだのでしょう。
◎「誠実に生きる」とは，どんな生き方だと思いますか。
	
	
	
	

	十一月（第四週）

	相互理解、寛容
	［広い心で］

24. どうすればいいの？
（きみがいちばんひかるとき）

	　人の考えや意見は多様であり，それが豊かな社会を創る言動力にもなる。そのためにも，自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，自分とは異なる意見や立場も広い心で受け止め，相手への理解を深めることで，自らを高めていくことが必要となる。そこで，広い心で自分と異なる意見や立場を尊重し，違いのよさについて考えながら，相手の過ちに対しても，自分にも同じようなことがあることを謙虚に受け止め，広い心をもって接することの大切さを理解させたい。
	※由希の言動に振り回されていると知った朝実と「私」が，次は由希を無視するようになるが，寂しそうにしている由希を見て悩む「私」の姿を通して，「広い心」とはどんな心かを考えさせ，広い心で相手の過ちを許し，自分と同じように他者を尊重しようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞

私たちの道徳
P.80を活用する。

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○朝実から，「由希を無視しようよ。」と言われたとき，「私」はどんなことを考えたでしょうか。
〇「私」の「どうすればいいのだろう。」という悩みに，あなたなら何と答えてあげますか。

◎広い心とはどういう心だと思いますか。
	
	
	
	

	十二月（第一週）
	感謝
	［感謝の心を伝えるために］


25．五十五年目の恩返し 

（きみがいちばんひかるとき）

	　私たちが周囲の人たちと温かい人間関係を築いていくためには，多くの人たちの努力や助けがあって今の自分たちがあることを自覚し，それに関わる人たちへの感謝の気持ちをもつことが大切である。国籍や人種が違っていても同じである。その感謝の気持ちから，自分にできることを考え，行動していこうとする実践意欲や態度を育てていきたい。
	※何千人ものユダヤ人の命を助けた杉原千畝と神戸の人たちへの感謝の気持ちを忘れず，阪神・淡路大震災の後，55年前の恩返しとして援助を申し出たユダヤ人やその子孫たちの気持ちを通して，感謝の心を伝えるときに大切なことは何かを考えさせ，日々の生活が，多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに気づき，感謝の心をもつとともに，自分にできることを考え真心を込めてそれに応えようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
私たちの道徳
P.88を活用する。

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○まことは，ユダヤ人たちの感謝の気持ちを知り，どんなことを考えたでしょうか。
◎感謝の心を伝えるときに大切なことは何だと思いますか。
	
	
	
	

	十二月（第二週）

	国際理解、国際親善
	［他国の人々のためにで
きることを］

26．ブータンに日本の農
業を
（きみがいちばんひかるとき）

	　グローバル化が進む中，私たちは，多くの外国の人々と出会ったり，インターネットで簡単に外国の情報を手に入れたりすることができる。学校でも，国際理解教育や外国語活動などで諸外国人と関わる機会が多くなってきており，児童の視野は、世界へと広がりつつある。そこで，広く世界に目を向け異文化を尊重し，進んで外国の人たちとふれ合い，交流活動を進めようという意欲を育むことが大切になる。お互いの国の幸福につながる国際親善の道を歩んでいきたいと願う心を育んでいきたい。
	※ブータンの生活に溶け込み，ブータンの人たちの立場に立って農業指導を続けた西岡京治さんの姿を通して，他国の人々と理解し合うためにはどんなことが大切なのかを考えさせ，他国の人々や文化について理解し，他国の人たちの立場に立って交流活動を進め，より親しくしていこうとする判断力や心情を育てる。
	
	＜終末＞
私たちの道徳
P.176を読む。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。
〇西岡さんの農業指導が、ブータンの人々に受け入れられたのはどうしてだと思いますか。

◎他国の人々と理解し合うためには，どんなことが大切だと思いますか。
	
	
	
	

	十二月（第三週）

	友情、信頼
	［友達を信じるとは］


27．ロレンゾの友達 

（きみがいちばんひかるとき）

	　友達は児童にとって重要な存在であって，よい影響だけでなく悪い影響も強く及ぼすため，学校生活が充実するかどうかは友達関係に左右されることが多い。この時期の児童は，流行などにも敏感になり，共通の趣味や傾向をもつ閉鎖的な仲間集団を作りやすい。それにより，友達関係のトラブルはこれまで以上に増え，それが学校生活における不安につながる状況も見られる。そこで，自分の考えばかりを通そうとするのではなく，互いに信頼し助け合って，よりよい人間関係を築いていこうとする実践意欲と態度を育てたい。
	※幼なじみのロレンゾに電報で呼び出された3人が，ロレンゾの悪いうわさを聞き，どうするべきか悩む姿を通して，友達を信じるとはどういうことかを考えさせ，互いに信頼し助け合って，よりよい人間関係を築いていこうとする実践意欲と態度を育てる。
	外国語活動

「We　are　good　friends.」

音楽科
「曲想を味わおう」
	＜終末＞
私たちの道徳
P.73を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）



	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。
〇みんながもし，アンドレやニコライだったらどうしますか。
◎友達とは，どんな存在だと思います
か。
	
	
	
	

	一月（第二週）

	善悪の判断、自律、自由と責任
	［責任を自覚して］
28．気に入らなかった写真 

（きみがいちばんひかるとき）

	　人は，自らの意思に基づいて判断し，自由に行動する権利をもっている。しかし，ともすると社会の中で,自分の思いだけが先行し，周りの状況や相手の気持ちも考えず自分勝手な行動を取ってしまうことも少なくない。自分の意思をもって，判断し行動するために，的確な善悪の判断をし，他者の権利を守り，責任のある行動を取ろうとする態度を育みたい。
	※友達と遊びに行ったときの写真をインターネット上に投稿し，そこに写っている友達から削除を求められ悩む「お姉さん」の姿を通して，インターネットを利用するときには，どのような責任が伴うのかを考えさせ，他者の権利を守ることを大切にし，責任ある行動を取ろうとする判断力や心情を育てる。
	
	＜終末＞

私たちの道徳
P.28を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。
〇お姉さんは，どんな考えで写真を投稿したのでしょう。
◎インターネットを使うときには，どんなことに気を付けなければならないでしょうか。
	
	
	
	

	一月（第三週）
	公正、公平、社会正義
	［差別のない世界を求めて］
29．私には夢がある 

（きみがいちばんひかるとき）

	　公正，公平は，民主主義の基本である社会正義の実現に向けて，欠かすことのできない価値観である。しかし，私たちの生活においては，公正，公平にふるまえない場合がしばしばある。この時期の児童にとって，身近な差別や偏見気づき，それをなくそうとする態度を育てることは重要である。自他の不公正や不公平を許さない強い意志と，身近な差別や偏見に気づき,それをなくそうとする意欲を育てたい。
	※差別されることなく，自由に生きる権利を求め続けたマーティンの姿を通して，「マーティンの夢」を実現するために，現代を生きる私たちはどのような考えや行動をしていけばよいかを考えさせ，誰に対しても差別をすることや偏見をもつことなく，公正・公平な態度で接し，正義の実現に努めようとする判断力や心情を育てる。
	
	＜終末＞
私たちの道徳
P.134を活用する
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）


	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。
◎「マーティンの夢」を実現するために，現代を生きる私たちはどのような考えや行動をしていけばよいと思いますか。
	
	
	
	

	一月（第四週）

	国際理解、国際親善
	［他国の人々と助け合い
いながら］
30．エルトゥールル号
―友好の始まり 

（きみがいちばんひかるとき）

	　産業や文化など，あらゆる分野で国際交流が盛んになっている。災害時には，海外から援助を受けたり，日本が他の国の人々を援助したりと，互いに助け合う姿勢が見られる。一方で，交流が盛んになるほど，文化摩擦も大きくなってくる。他国の人々に対する理解が足りずにトラブルになることもある。今度ますます，他の国の人々や文化を理解し，尊重する心が重要になってくると思われる。人種や国にとらわれず，ものの感じ方や考え方，生活習慣などが違っても，どの国の人々も同じ人間として尊重し合い，誰とでも公正，公平に接し，お互いに支え合って生きていこうとする態度を育てたい。
	※1890年に起きたトルコ船「エルトゥールル号」の沈没事故のときに，必死で船員たちの命を助けた村人たちの姿と，今でも慰霊祭を行ったり，慰霊碑で清掃活動を行ったりしてトルコとの関係を大事にしている人々の姿を通して，他国の人々と支え合いながら生きていくために大切なことは何かを考えさせ，他国の伝統や文化，人々についての理解を深め，国際親善に努めようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
私たちの道徳
P.177を活用する。

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○村人たちは，なぜ，自分たちの大切な食料を差し出してまで、エルトゥールル号の乗組員たちを助けたのでしょうか。
〇
他国の人々と支えあいながら生きていくために大切なことはどんなことだと思いますか。
	
	
	
	

	二月（第一週）

	希望と勇気、努力と強い意志
	［勇気をもって困難に立
ち向かおうとする心］
31.維新のさきがけ
―吉村虎太郎―
（津野長郷土資料）
	　何不自由のない生活を捨て，命を懸けて世の中を変えようとした虎太郎の「志」に触れさせたい。また，国や郷土のために勇気をもって行動し，多くの人々を守ったということを知り，虎太郎のようにどんな困難にも勇気と強い意志をもち、自分の夢に向かって突き進んでいこうとする態度を育てたい。
	＊地域出身の英雄，吉村虎太郎の生き方を通して自分の信念を貫き，最後までやりぬくことの尊さを知り，これからの学校生活やきたるべき中学校生活で何事もあきらめないでやり通す態度を養う。
	国語科
「海の命」
総合的な学習の時間
「未来に向かって」
学校行事
「学習発表会」

	私たちの道徳
P.18を読む。
	地域の方にゲストティーチャーとして，続けて取り組んでいることについて話してもらう。

保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んでどう思いましたか。

◎虎太郎の生き方からどんなことを学びましたか。
	
	
	
	

	二月（第二週）
	生命の尊さ
	［かけがえのない命］
32．おじいちゃんとの約束 

（きみがいちばんひかるとき）

	　児童の回りには，相手を剣で突いたり，殴ったりして倒すようなゲームや，特定の人を笑いものにするテレビ番組など，命や人間の尊厳を軽視するものが多く見られる。また，日常生活では，自分と他者を比べたり，自分の長所や短所に一喜一憂したりして，自分が生きていることそのものの価値にまで目を向けることが少ない。そこで，命は大切なものだと表面的に考えるだけでなく，人とのつながりの中で，命の大切さを深く考えさせたい。そして，自分自身の生き方を見つめ直し，精一杯生きる心情を育みたい。
	＊祖父の死をきっかけに，命の意味を深く考えるようになった信二の姿を通して，精いっぱい生きるとはどう生きることかを考えさせ，かけがえのない命を，自分らしく精いっぱいに生きようとする心情を育てる。
	国語科
「海の命」
学校行事

「不審者侵入避難訓練」

	＜終末＞
高知の道徳P.53を活用する。
	保護者・地域の方の参画「高知の道徳」P.53に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○信二は「おじいちゃんとの約束」を，どんなふうに果たそうとしていると思いますか。
◎「精いっぱい生きる」とは，どう生きることなのでしょうか。
	
	
	
	

	二月（第三週）
	親切、思いやり
	［その人のために］


33．最後のおくり物
（きみがいちばんひかるとき）
 
	人が生きていくうえでは，他者との関わりは欠かせず，他者との温かいつながりが生きる力の源にもなりうる。高学年のこの時期は，相手の思いに気づかず，独りよがりの親切になってしまったり，相手の親切に気づかなかったりすることもある。自分の日頃の人との関わりを見つめ直させ，相手の立場に立って考え，行動することができるような判断力や心情を育みたい。また，相手のために行動することは，実は，自分自身の心を豊かにすることでもあることにも気づかせたい。
	＊貧しくて養成所に通うことができないロベーヌに，密かにお金を送り続けるジョルジュじいさんと，体を壊したジョルジュじいさんを付ききりで看病し，ジョルジュじいさんの気持ちを思い涙を流すロベーヌの姿を通して，心からの思いやりや親切とは，どんなものかを考えさせ，自分自身が相手に対してどのように接し，対処することが相手のためになるのかをよく考え，思いやりの心で行動しようとする判断力や心情を育てる。
	家庭科
「あなたは家庭や地域の宝物」

学級活動
「サンキューパーティーに向けて」
学校行事
「６年生を送る会」
	＜終末＞
高知の道徳P.38を活用する。
	保護者・地域の方の参画
「高知の道徳」P.39に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。

◎思いやりとはどういうものだと思いますか。
	
	
	
	

	二月（第四週）

	家族愛，家庭生活の充実
	［家族に対する思い］

34．ぼくの名前を読んで
（きみがいちばんひかるとき）

	　家族構成や生活スタイルは，さまざまであるが，どの家庭にも，その家庭なりの喜びや楽しみ，困難や葛藤があるだろう。逆に，家族だからわかること，家族だからこそ見えづらいこともある。家族への思いも複雑になるこの時期，改めて自分の家族を見つめ直して，そのつながりを確かめ，自分の家族にとって大切なものは何か，自分がその中でどんな役割を担っていくかについて考えさせたい。
	※両親が共に聴覚障害者であり，「一度も名前を呼ばれたことがないだろう。」と言われ，父親に思いをぶつける太郎と，そんな太郎に気持ちを伝える父親の姿を通して，「ぼくの名前呼んで」に描かれている家族が何を教えてくれているかを考えさせ，家族のきずなを大切に，互いに信頼し合い，家族の幸せを求めて進んで役に立とうとする実践意欲と態度を育てる。
	家庭科
「あなたの家庭や地域の宝物」
	＜終末＞
高知の道徳P.48を活用する。
	保護者・地域の方の参画
「高知の道徳」P.49に記入する。
	教材（　）



	
	
	
	
	○この話を読んで，どんなことを考えましたか。

〇お父さんから話を聞いたとき，太郎はどんなことを考えましたか。

◎家族についてどんなことを考えましたか。
	
	
	
	

	三月（第一週）
	　　感謝
	［支えてくれた人々に］
35．「ありがとう」の気もちを伝える
（きみがいちばんひかるとき）

	　よい人間関係を築くためには，互いに認め合うことが大切である。そして，認め合う根底には，相手に対する尊敬と感謝の念がなくてはならない。この尊敬と感謝の念は，人々に支えられ助けられて自分が存在するという認識に立つことで生まれてくる。ここでは，感謝すべき身近な人々の存在に改めて気づかせるとともに，たくさんの人々との支え合いによって日々の生活が成り立っていることに気づかせたい。そのうえで，自分が生きていることへの感謝，さらには，自分が生かされていることへの感謝の気持ちにまで考えを深めさせたい。
	※「感謝の気持ちを伝えているか」に関する調査データや，二つの「感謝」に関する作文を通して，自分の中にある感謝の気持ちについて見つめさせ，日々の生活が家族や多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに感謝し，それに応えようとする実践意欲と態度を育てる。
	学校行事
「６年生を送る会」
「卒業式」

	＜終末＞
私たちの道徳
P.46を活用する。
	保護者・地域の方の参画

	教材（　）

	
	
	
	
	○「ぼく」は、どんな気持ちでお母さんに「ありがとう」と言ったのでしょうか。
◎自分を支えてくれている人たちにどう応えていきたいでしょうか。
	
	
	
	

	三月（第二週）
	　　よりよく生きる喜び
	［よりよく生きるために］

36．一さいから百さいの夢

（きみがいちばんひかるとき）

	　夢や希望は人間を強くするが，急激に変化していく現代社会の中で，夢がもてなかったり，希望をなくしてしまったりする人も少なくない。目標をもっていながらやすきに流されてしまうこともある。そうした自分自身の弱さに向き合い，それを乗り越えようとすることで，自信や誇りが生まれ，人は生きる喜びを感じるようになる。さまざまな生き方にふれることで，よりよく生きていこうとする存在である人間のすばらしさを感得させ，中学生になろうとしている自分自身のこれからの生き方を考えさせたい。
	※それぞれの年齢の人の，それぞれの「夢」を通し，夢が私たちに与えてくれるものを見つめさせ，夢や希望をもってよりよく生きていこうとする心情を育てる。
	国語

「今，私は，ぼくは中学校へつなげよう」
総合的な学習の時間
「未来に向かって」
学校行事
「卒業式」
	＜終末＞
私たちの道徳
P.190を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「一さいから百さいの夢」を読み，どんなことを考えましたか。
◎夢についてあなたはどんなことを考えますか。

	
	
	
	


【第６学年道徳科基本方針】


１　重点指導項目　　希望と勇気，努力と強い意志　　親切，思いやり　　規則の尊重


２　基本方針　　　・支持風土のある学級経営を行う。


・児童が道徳的諸価値と自分を関わらせて深く考え，させる学習展開をする。


・一単位時間の中で，新たな学びがつみ重なる学習展開をする。


・日常生活や他教科と関連づけて考えられる児童を育てる。


　　　　　　　　　








